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○教育長
あっという間に7月になりまして、1月の残り2週間あまりとなりました。
学校の方は、期末懇談とか、個人懇談が実施されている最中でございます。
児童、生徒、この時期にですね、これまでの成長や課題をまた見えてくる時期だと思います。家庭と連携していただいて、次の学期につなげていただけたらと思っております。
ちょうど昨日、校長会がございまして、次の点についてお願いをしたところです。
まず1点目は、話題になっております学校整備再編基本計画についてです。
新聞報道の方が先になったこともありましたけれども、校長先生方も大分心配しておられる部分もありましたので少しお話をしました。
基本計画については検討委員会を来週の10日、金曜日でございますので、そこでしっかり諮問をしてですね。協議していただけるものと思います。今月の下旬には、6ヶ所、市内6ヶ所で説明会の方、地域住民、保護者に皆様に向けて説明会を実施する予定でおります。
基本方針と基本計画案についてということになります。
なお、この定例会、この後ですね、基本方針についての議決をいただく予定になっておりますので、よろしくお願いいたします。
2点目は、やはり7月ですので、梅雨時期ですし、災害や事故について、しっかりと備えてもらいたいということをお話しました。
登下校もそうですが、自然災害により、早めの下校とかですね、保護者への引き渡し等も可能性として考えられます、校内の危機管理体制、対応をしっかりお願いしたいということで伝えたところでございます。
3点目は服務についてですが、実は各学校で計画的に服務研修を校内でやっていただいてるんですけれども、このたび浜田教育事務所管内で、教職員のスピード超過が、1件ございまして、本市ではありません。
高速道路で30キロ以上の超過で検挙されたということでございます。
これ通勤途中ということですので、遅れそうで急いでいたのかなと思われますけれども、くれぐれもそういったことがないようにということを伝えました。
これから長期休業に入り遠方に自家用車でっていうことも考えられますので、そういったことがないようにというくれぐれもお願いをしたところでございます。
以上ですが、今定例会の署名委員は天倉委員と押越委員になります。
どうぞよろしくお願いいたします。

続いて勤務報告でございますが1枚めくっていただきますと、14日日曜日、6月14日日曜日、21日日曜日と、地域の行事に参加させていただきました。
跡市地区の花田植、そして和木地区のロシア祭りですね、いるティシュ号ですね。どちらもですね、挨拶をさせていただいたんですが本当に地域の方々が長い伝統の中で、引き継いでこられた行事でありまして、子どもちの参加もたくさんございました。
何といいましょうか、継承者というか、皆様が、おじいちゃんおばちゃんたちがですね一生懸命その時代を生きて受け継いでこられたことをしっかりかみしめて、子どもたちがそれを体験なり、継承していって欲しいなという思いを持たせていただきました。
その他ですね、8、10、17，18と、人事評価面接をさせていただきました。
今年度から、校長先生教頭先生方も評価シート、自己目標の中に働き方改革の視点を入れるようにと、1項目必ず入れるようにということが決まりましたので、どの校長先生どの教頭先生がたも、自己、自分の学校の働き方改革推進に向けて、数値目標等を設定していただいておりました。本当に具体的に動き始めたなあと、実効性のある対策というか、工夫を、手だてを作っていただいておりましたので大変心強く感じたところでございます。
最後に、6月30日、花咲くまち寄付贈呈ということで、チャリティーゴルフをされて、28万円、子供たちの教育のためにということで、ご寄附をいただいたところでございます。
大切に使わせていただこうと思います。
以上勤務報告を簡単ですがさせていただきました。
それでは早速ですが議題に入ります。
本来（1）(2)と進めるべきですが、小田指導主事がちょっとこの後別の会議に参加する必要がございまして、（3）の報告事項①のみ最初にさせていただきたいと思います。
生徒指導に係る令和7年度末の状況について、お願いします

○小田指導主事
それではよろしくお願いします。
本来であれば昨年度末のところの報告だったので、5月の早いところで、昨年度の様子についてお伝えするといいなと思ったんですけどちょっと別の会議があって出張と重なったため、この時期になって申し訳ありません。これ取り扱い注意とありますのは、文科省へ報告を毎年度しておりまして、文科省がまとめて公表されるのが10月になるので、一応この取り扱いについて注意ということで、この数値についても速報値っていう、速報値といっても変わりませんけど、一応そういう取り扱いでということです。
で、昨年度末の不登校状況だったり問題行動についてこういう状況だったってことをちょっと委員さんにも見ていただくといいなと思って今日時間を取っていただきました。
まず最初、表面のところですけども、不登校の状況ですけども、昨年度のところ、末のところで小学生で36名、中学生で45名という人数が不登校ということで計上させてもらってます。
その内訳のところ見ていくとですね下のグラフっていうところが、二つグラフAとか、下にもう一つ同学年についてとか書いてありますけども、これが上のところがその学年の経年比較じゃなくて、年度ごとの比較ということで見てもらったらと思います。
下が同学年なのでその学年の不登校の状況というのが、同じ集団でどうなっていってるかなあというのを比べたものですけど、マルで囲ったように、いずれもちょっと中学校で不登校になってしまったっていう子がちょっと増えてるなあというところが見て取れました。
下のところのCのグラフが、これがこれ過去の平成24年からずっと比較していたもんですけど、少し折れ線グラフが右上がりになっていったところでちょっと増えているのが、コロナが開けて、少し増加してる、文科省の調査の方も同じ傾向で、コロナ後増えている、このコロナ後が増えた要因っていうのがどういうことかっていうのはちょっと今後、検討してみる必要があるんですけど、こういう状況であったということです。
ちょっと字が表の作り方が悪くてですね、ちっちゃいことになって申し訳ないんですけど、一番下のところで、不登校の昨年に引き続きいうところで書いてあるんですけど、一応先ほど言った小学校が36中学校45なんですけど、括弧の中に昨年度その中でも不登校で計上した子の人数というのを挙げてます。
小学校が22、中学校が28ということで、やはりですね、ちょっと不登校になっちゃうと、すぐ改善っていうわけにいかず、そのまま続けて不登校の状況でっていう子供さんが多いというところが今後課題にはなるかなと思うんで、やはり初期対応のところで、不登校にならない長引かないような支援っていうのが必要じゃないかなあというところです。
それとその中でも少し日数が多い、90日以上休んでる子についてというのは小学校が10中学校21で、この括弧の中の数字が教育センターあおぞら等を利用してるお子さんです。
ただ、昨年度の様子を見ると、各関係機関とか学校とかに、大体繋がっていて、どこにも繋がってないっていうお子さんがいなかったというところについては、学校の支援っていうのが、ある程度頑張ってやっておられるなということが見て取れますが、今後もですね、やはりちょっと不登校が長くなってる日数が多くなった子がですね、やっぱ引き込まない関係が社会と絶ってしまうことがないような支援というのは継続的な支援が必要かなと思ってます。
で、夏休みに入るんですけど、これから生徒指導で、各学校すべて回らしてもらって、特に今、7月の段階で不登校傾向だったり不登校のお子さんについての状況を学校で確認したり、今後の支援方法については一緒に相談させてもらって、先ほど言ったように、何か早い段階で手を打つことで、少し改善に向かういい傾向になればなあというところで、また学校に関わって行かしてもらったらと思ってます。
不登校については以上です。
続けて、裏面のところが今度これ問題行動でいじめの件数というところのを挙げたものです。
小学校が145、中学校が50ということで、数だけ見るとすごいあるんですけど、これはこの前、前にもお話したんですけど、軽微なものから、ある程度ちょっと支援が必要だなというものも含めて、全て、特にいじめの定義が、子供が不快な思いをした、嫌な思いをしたっていうものについては、ほぼいじめであるというふうに認識して対応してくださいってことを言ってるので、小学校はどちらかというと、やっぱりそういう訴えが多いので、数も多くなってくる。
中学校は数が減ってるんですけど、本当に人間関係のトラブルがないかというと中学校はもう少し注視して見ていく必要があるかなと思ってます。
その中でも、SNS等の今話題になってる、国によってはもう制限かける国も出てきてるんですけど、そのトラブルというのが昨年度小学校は4件、中学校は8件計上しました。
思ったより数字的には少ないかなあと思うんですけど、これも表面に出てるのはそうで、特にSNSのものにすると小学校でいうとスマホを持って小学校まだ保持してないと思うので、まず、その辺のところで少ないんですけど、中学校については、保有率がもう莫大に上がっています。なので、学校が掴んだ件数と実際に子ども間同士でトラブル、生徒間同志のトラブル、または、そこで嫌な思いをしてるっていうのはあると思うんで、これはまだ今後、しっかり注意して見ていく必要があるかなと思っています。それと、一番下のところ最後のところにいじめ認知件数それぞれ145、50であげたんですけど、括弧の中の24、8というのが、これ3学期に上げたものなので、文科省の報告で3ヶ月未満のもの、いじめが発生して3ヶ月未満なものについては、上げなさいということであげてるんですけど、今聞くと、いじめ等のトラブルで、年度を跨いでずっとまだ継続支援が必要だっていうのはもうほぼない。大体、今上がってるものについては、ある程度保護者等と連携しながら対応できているっていうことは聞いてますけど。一度治まったけどまたトラブルっていうケースもあるので、これについてもしっかり学校と連絡を取りながら、様子を見てしっかり支援できたらなと思っています。
それと、昨年途中で言ったかもしれないですけど、ちょっと重大事案として1件ほど上げたケースがあります。これは生徒間の中で、児童間の中でですね、性にも関わる問題があって、それについては、報告書を作成して、ほぼ、完成したところで、また、市長部局の方へ報告をして、重大事案ということで、事態ということで計上します。
これについては、やっぱり被害児童のメンタル的なダメージがある、あっただろうということで、カウンセリング等も含めて丁寧に対応していただくという意味と、それと、こうした重大事案に上げたことによってですね、その生徒間、児童間だけの問題ではなくて、その背景的なところで、学校として、または教育委員会として、何かそれが再犯に繋がるような何かことがなかったかなという見直しという意味でも、しっかり報告書を作ってですね、今後に活かしていきたいなというとこで対応してもらってます。
やっぱりちょっと気になったのがですね、学校生活でなくて、やっぱり死角、いわゆる教師、または大人の目の届かないところっていうところが、やっぱり校内の中にもあるので、そういったところをやっぱり潰していく必要があるかなあということと、それと児童がやっぱり困ったり、嫌だなと思ったことを、教職員に話せる、そういった関係を作っていく必要があるかなというのを、今回の報告書で感じました。
またその辺もしっかり生かしながら、学校の支援につなげていきたいなと思ってます。
はい。以上です。すいません早口なりましたけど。

○教育長
報告事項ですが何か質問やご意見はございませんか。
さきほど重大事態の加害側、被害側の件ですが、今は高角に転向したお子さんも落ち着いて生活しているということで、被害側も特段不登校になってるとかそういう状況にはないということですね。よろしいですかね。はい。ありがとうございました。

○教育長
それでは、2ページの議題に沿ってですね、説明させていただきます。
ではまず（1）議決事項、学校整備のあり方に関する基本方針について、事務局説明をお願いします。

○西本課長
議決事項が１件ございます。５ページをお開きください。議案第15号、学校整備のあり方に関する基本方針についてです。前回の報告のところで資料についてはお渡ししたもので、資料はお持ちでないかもしれませんが、このことについてパブリックコメントを、6月5日から7月5日まで出しております。今のところ2件ほどでております。
その基本方針については、振り返りと現状の確認を載せた後、再編に向けた基本的な考え方を示したものですけれども、もう一度基本的な考え方について読み上げたいと思います。

一つ目が学校教育の充実に向けた新たな学びの形についてということで、複式学級となっている場合は、複式学級の解消、複式学級となる可能性がある場合は、複式学級の防止を基本とします。ただし、将来的に児童・生徒数が減少し続けることは今後も変わらないので、地域の特
性や状況を踏まえて、計画期間中であっても、新たな学びの形を市民との対話により検討していきますというのが一つ。
二つ目が地域の実態に応じた学校の適正配置についてということの記載です。通学に関する保護者や児童・生徒の負担軽減を図る観点から、通学距離や時間に配慮した学校配置を検討します。基本的には小学校で 3km、中学校で 5km を超える場合にスクールバスを出しますが、地理的条件や地域特有の交通事情を考慮して、適切な支援を行います。
それから三つ目が学校と地域との連携協働について、コミュニティ・スクールについては、市内すべての小中学校への導入が完了しています。今後は、地域と学校が連携・協働しながら、教育活動のさらなる充実と地域全体で子どもを育てる体制の強化を図っていきます。
4つ目が、学校施設の整備・管理について、学校施設の大規模改修・新築等に際しては、PPP・PFI 手法を活用することによりコストを削減し、効率的かつ持続可能な施設運営を行っていくことが重要と考えます。また、施設整備に際しては、学校教育の充実や教職員の業務負担軽減、公共交通を含めた移動手段の確保等の観点から、複数の学校施設や他の公共施設との複合化・共用化の検討をすることも有用です。ただし、複合化・共用化に当たっては、学校下外の施設の利用者が存在することを踏まえ、児童 ・生徒の安全確保にも十分留意することが必要です。
5つ目は学校跡地の活用についてです。学校統合等により生じる跡地については、活用の可否を含めた多角的な検討を行い、地域の実情やニーズを踏まえた上で、今後の方針を示していきますという考え方を示しております。
これに対してのパブリックコメントは現在２件ということで、内容的には、実際その計画の骨子の方が報道発表にもあったことによって、計画についてのパブリックコメントにあっております。1件目、6月20日敬川町の男性からいただいた意見です。中学校は社会性を学ぶためクラブ活動の人数確保の観点から、ある程度の規模があった方が良いと思うので、今後、江津中学校への１校集約が望ましいと思います。通学手段を考えると江津中学校、青陵中学校の２校を残すのが無難かと思いましたが、生徒数の減少を考慮して。空いた校舎の活用法は悩ましいですね、スタバを誘致しましょうか。小学校は桜江、江津東がどこまで残せるか、郷田の統合はやむなしといった感想です。
それに対しての回答案が以下に書いてあります。
学校の適正規模化につきましては、集団の中で社会性を養うことや部活動の選択肢を確保することの重要性を認識する一方で、通学手段の確保といった通学環境への配慮も不可欠であると考えており、１校集約と複数校維持の双方の視点から慎重に検討を進めております。
　小学校の統廃合についても、地域の状況や児童数の動向を勘案しつつ、子どもたちの良好な教育環境の確保に向けて取り組んでまいります。江津市全体での教育の質の向上を目指し、子どもたちがより良い環境で学べるよる、現在策定中の第３次江津市学校整備再編基本計画に反映していきたいと考えております。
　なお、閉校後の校舎・跡地の利活用につきましては、地域の活性化やコミュニティの維持に資するよう幅広い選択肢を視野に入れ、今後検討を行ってまいります。
2点目が6月23日にいただいた黒松町の女性からのご意見です。
アンケート調査結果の保護者の回収率が55%程度なのが少し気になりました。どの範囲でのアンケートかわかりませんが、中学生の保護者さんは回答しなくてももういいといった感じでしょうか。それだけ再編の取り組みが遅いのだと思います。江津東、江東中学校は我が子が通っていた頃の10年以上前から生徒数の減少あり、生徒数もですがクラスの男女比にも問題がありました。また、長ければ保育園から11年間同じ顔ぶれでクラス替えもないなど、色々な面で市内での教育格差もあったように思います。もちろんよい面は沢山ありましたが、今の子どもたちには待ったなしでより良い環境が早く実現出来る事を望みます。また、比較的人数の多い学校区の保護者さんはこのままで良いとの回答が多いようでしたか、江津市全体の子どもが少ない状態なので数年先はわかりません。江津市全体で子どもたちの教育環境をより良く整えて頂けたらなど思います。
これに対する回答案ですが、保護者を対象とするアンケートの回収率は、全体で55％程度となりました。これは、対象者数の多い一部の小学校区において回収率が伸び悩んだことが主な要因と考えられます。
　また、児童・生徒数の減少や教育環境の格差についてのご指摘も重く受け止めています。ご指摘の通り、少人数の学校ならではの良さもありますが、少人数ゆえの課題や長期間同じ人間関係の中での学びが続くこと、男女比やクラス替えの有無など、保護者の皆さまが実際に感じておられる課題があろうかと思います。地域特性など様々な問題もありますが、江津市全体での教育の質の向上を目指し、子どもたちがより良い環境で学べるよる、現在策定中の第３次江津市学校整備再編基本計画に反映していきたいと考えております。ということで、結果については基本方針に関わるご意見はないということで、基本方針の変更は行わないということにしたいと思います。
○教育長
先ほど西本参事の方から基本的な考え方、いわゆる基本方針の肝の部分を5点述べてもらいました。前回の定例会でお配りした資料となりますが、これについて何か議決を取る前にご意見なり、ご質問はございませんでしょうか。
ではこのたびの学校整備のあり方に関する基本方針について賛成の方は挙手をお願いいたします。はい。ありがとうございました。全員賛成ということで、議決をいただきました。
あのないとは思うんですが5日まで一応パブコメの期間になっておりまして、万が一あった場合は、また何らかの方法で臨時定例会なのか、電話連絡等なのか、検討させていただこうと思います。ではこの基本方針については、来週の金曜日10日金曜日にあります検討委員会の方に、教育委員会定例会において議決されたということをお伝えしようと思います。ありがとうございます。それでは続いて、今度は協議事項になります。
①第三次江津市学校再編整備整備再編基本計画案について、事務局お願いします。
○西本課長
別冊になっております。第三次江津市学校再編整備整備再編基本計画案をご覧ください。めくっていただきまして1ページの方が位置づけ、先ほど議決をいただきました基本方針、同時進行的なところで進めておりますが、こちらの方針をもとにして、この度の江津市学校整備再編基本計画、実行計画の案について検討委員会に諮問する形になります。まためくっていただきまして2ページのところ、この中で、それぞれの小学校、どういった取り扱いを目指すかっていうところを、それぞれ小学校・中学校別にフロー図を作って、どういった方向性かっていうのを示しています。ステップ1のところで保護者のアンケートをもとにした保護者の過半数が統合を検討すべきと回答しているかどうか、赤い方がイエス、青い方がノーということで郷田小学校と渡津小学校については、イエスの方に回答率が高かったということで、隣接学校への統合を検討するという方針を取っています。
その他の学校についてはステップ2に進みますけど、高角小学校については、学校施設の建築年数が47年以上たっているということで、こちらも隣接学校への統合を検討するというフローにしております。ここで、皆さんご意見をいただきたいところなんですけど、47年というのは、基本的には、このページの中に、補助金適正化法の処分期限ということで、そちらの法律の中に示してある年数が47年ということで説明してるんですが、これは庁内検討委員会の方でこちらの方がいいんじゃないかっていうふうな意見がありまして根拠法にしてるんですけど、この前のところでいわゆる税の耐用年数、償却の耐用年数の方で、47年というふうなことにしておったんですが、庁内の方で意見があってこうしたんですが、教育委員の皆さんの方で、補助金適正化法ってのはほとんど行政でしか使用しないもので、一般的なもので出したときに、耐用年数、償却の耐用年数の方が、同じ47年なんですが、適正かどうかっていうちょっとご意見をいただきたいなと思っております。
これのステップ2のところで、郷田、渡津、高角の方は、統合を検討するということで、いずれにしても、第2次基本計画で中部については１校に統合するということで、その流れに沿った方向性を示しています。それから東小と桜江小についてはステップ3の方に進むんですけど、今後10年以内に複式学級が発生する、これは先ほどの方針の中で複式学級の予防とか発生すれば解消するというのが方針となりますので、こちらの方の別れになりますが、江津東小も桜江小も１０年以内に複式学級が発生するということで、学校は維持しつつ新たな学びの形をを検討するということにしています。これは保護者の方は統合を希望されてないということで、こういう形の方針にしています。青陵小学校については、現状維持という形になります。
続いて3ページが中学校になります。同じように保護者が統合を検討しているか、学校施設の建築年数が４７年以上で別れを作っています。ステップ1について江東中と桜江中については、統合すべきという回答がありますので隣接学校へ、この場合隣接というのは小学校しかないですけど、小学校との統合という形。残りのステップ2はそのまま、江津中と青陵中については新しい学校ですので現状維持という形になります。
めくっていただきまして4ページになります。先ほどのフロー図により分かれたところをもう少し詳しくここで説明しております。それぞれの分かれた先ごとに説明しているんですけど、一つ目は小学校です。郷田小学校、渡津小学校、高角小学校は隣接学校への統合を検討するという方針です。第二次基本計画においてはこれは3校については１校に統合することとしていますが、郷田小学校については、すべての小中学校の中で最も建築年数が古く、優先して統合を検討する必要があります。郷田小学校と渡津小学校は以前から宿泊研修や修学旅行等を一緒に行っており、児童や保護者の負担も少ないと考えられることから、郷田小学校と渡津小学校を先に統合する方向で検討します。郷田小学校と渡津小学校を統合した後に、高角小学校とも統合し、最終的には新たな校舎を建設して1つの小学校とすることが望ましいと考えます。
江津東小学校と桜江小学校については、新たな学びの形を検討するという方針です。基本方針で示した新たな学びの形のうち、授業時数特例校は教員への負担が大きく、学びの多様化学校は不登校の子どもに特化したものになるため、今回検討するのは分校か小規模特認校の2つになります。
東小については、自然豊かな環境を活かすとともに、何らかの理由により大規模校に通いにくい児童の受け皿になれるよう、校区外からも児童を受け入れる小規模特認校とすることが考えられます。小規模ならではの良さを活かして児童や教職員の負担軽減を図るとともに、児童数の増加も期待できます。
他の小学校と統合せず分校とした場合、一番距離の近い渡津小学校を本校とすることが考えられますが、渡津小学校はフローで「統合を検討」に分類されているため、小規模特認校とすることがよりふさわしいと考えます。
ただし、令和13年度には完全複式学校に移行することが予想されるため、その時点で保護者・地域と協議を行い、今後の方向性を再検討することが望ましいと考えます。
桜江小学校についてですが、こちらも小規模特認校とすることが考えられます。小規模ならではの良さを活かして児童や教職員の負担軽減を図るとともに、児童数の増加も期待できます。
桜江小学校については、江津市内まで15km程度の距離があるため、行事の際の移動や教職員の交流・連携が煩雑になるため、小規模特認校とすることがよりふさわしいと考えますが、桜江中学校との関係も考慮する必要があります。
2番目は中学校です。桜江中学校と江東中学校は隣接学校への統合を検討するという方針です。
桜江中学校の最寄りの江東中学校は、児童や保護者の意見から江津中学校と統合する方向で検討を進めます。その次に桜江中学校に近い江津中学校は、片道17.8kmの距離があり、統合した場合、通学の負担が大きいと考えられます。
一方で、近接する桜江小学校は築年数は比較的新しいのですが、児童数が減少していることから空き教室が増えていきます。そうしたことから、桜江中学校は桜江小学校とともに義務教育学校に移行する方向で検討します。
小中一貫校では小学校と中学校を別の組織として考え、校長を2人配置するのに対し、義務教育学校では小学校と中学校を1つの組織と考え、１人の校長が一体的に学校運営を行うことができます。また、中１ギャップの解消や異学年交流の実施、児童・生徒数が増えることによる学校行事の充実などが期待できます。
続いて江東中学校ですが、距離が一番近く、スクールバスで15分ほどで行くことのできる江津中学校と統合する方向で検討します。なお、江津東小学校の児童へのアンケートでは、３分の２の児童が江津中学校への進学を希望しており、子どもの意見に沿った形となっています。
まとめとして、めくっていいただいて6ページが一覧表にしたものです。
東部、中部、西部、桜江で分けております。江津東小学校については当面の間学校は維持し、小規模特認校とする。江東中学校は江津中学校へ統合する。中部について、郷田、渡津、高角については、郷田小学校を渡津小学校へ統合した後に、高角小学校とも統合し、最終的には新たな校舎を建設して1つの小学校とする。江津中学校自体はそのままですが、江東中学校と統合する。西部については、青陵小、青陵中とも現状維持。桜江について、桜江小学校と桜江中学校を義務教育学校へ移行するとともに、小規模特認校とする、とまとめたものです。
７ページは、スケジュールを載せています。これについてはいつどうするかというところなんですが、江東中学校、郷田小学校、桜江小中学校について記載しています。江東中学校については令和10年度に江津中学校へ統合。郷田小学校については令和10年度に渡津小学校へ統合し、最終的に高角小学校とも統合。桜江小学校、桜江中学校は、令和13年度に義務教育学校へ移行するとともに、小規模特認校とするとしています。
それぞれの説明ですが、江東中学校については、近年の指定校変更の状況や既に江津中学校に通学している生徒の負担を考えると可能な限り早期の統合が望ましいと考えます。一方で、統合する場合には様々な準備や調整が必要となることから、令和10年度の統合が妥当であると考えます。
郷田小学校については、校舎及び屋内運動場が著しく老朽化しておりますので、安全のことを考えると可能な限り早期の統合が望ましいと考えます。これも準備のことがありますので早くても令和10年度としております。その後の高角小学校との統合については、既存校舎の築年数を考慮すると活用は困難であり、新校舎の建設が必要となりますが、できるだけこの計画、１０年間の計画ですけれども、この計画期間内に着手できるよう努めますという記載にしております。なお、建設場所については、最適地を検討するという記載にしております。
桜江小学校・中学校については、比較的新しい校舎である桜江小学校を校舎としたいと思っていますが、現在の状況では教室が不足する状況ですので、１３年度、完全複式学校に移行する可能性の高い令和13年度を統合時期としております。ここの統合時期、令和10年度とか13年度とか記載しておりますが、来週月曜日に検討委員会の委員長と事前協議をすることになっているんですが、委員長の方としては、委員会の中で令和１０年度とか日にちまで出して諮問するという考えは今のところお持ちでないようなことを言っておられたので、そこのところ、載せたまま諮問するのか載せずに諮問するかは、月曜日のところで変わる可能性がありますのでそのことだけお伝えしておきます。
めくっていただいて、最終ページの８ページ、統廃合の跡地の関係です。郷田小学校については、校舎とても古いので解体する方向です。渡津、高角については利用の可能性を検討します。何も決まっていないのでこういう書き方にしています。川波についても校舎が古いので解体の方向で検討します。江東については、地元の方も何か使いたいというご意見もあったようので、多角的な利活用の可能性を検討します。決まってはいないんですが、解体は今のところ考えていないということです。桜江中学校についてですが、まあ校舎も古いということで解体ということなんですが、屋内運動場については現在も避難所として使っているということもありますので、活用する方向でいまのところ考えています。
これをもって月曜日に検討委員会の委員長と協議するのですが、それを踏まえたうえで10日の検討委員会に提示させていただきたいと考えております。
教育委員会で何かご意見があれば修正を加えたうえで刷りたいと思っていますのでよろしくお願いします。
○教育長
では今説明ありました基本計画案について、何かご意見、質問等あれば伺います。
○天倉委員
まず、2ページの小学校再編フローのところですが、郷田は渡津と統合ということになっています。
〇西本課長
ここの時点では隣接学校への統合というところまでの別れです。
○天倉委員
受けとめはそうなんですが、このフローから行くと郷田は渡津なんだねと。そうかもしれませんけど、郷田の民意を考えると、郷田は高角と統合したいんです。最終的に３校統合はやむなしとは考えられるかもしれないけど、高角と統合したいんです。渡津ではなくて高角。ここの辺をどういうふうに、このフローの中に生かすのかなという風なことを一つ思います。
それから二つ目は、最後までお話を聞いてなるほどと思いましたが、跡地の方針を読んでみると、何となく、郷田小学校解体してそこに新校舎を建てるというような考えが見え隠れするんですけど。そういう受けとめでもよろしいですか。
○西本課長
郷田、渡津については、4ページで言っているので、4ページの（1）のところで、郷田、渡津、高角は隣接学校に統合を検討するということで、2ページのフロー図で分けた後に、隣接校への統合、中段ところで小学校自体は一緒に交流しているので郷田、渡津で統合するという案で出しています。教育委員会の中では、両校の複式学級の発生も防げるかなということで、複式学級の発生を防ぐという観点からというと、渡津小学校という提案としています。そこのところで、検討委員会のところで、地域の説明会も7月の下旬にやるんですけど、そこで地域からやはり高角だろうという話が出れば、検討委員会に挙げたうえで再検討されるという形かなと思っています。
跡地については、教育委員会では天倉委員がおっしゃられたように、渡津と統合して抜け出た後に解体してして作っていくのが一番事務局というか行政サイドとしては、スムーズなやり方かなとは思ってはいるんですが、言っても、人数、３校統合するくらいには、仮に渡津と郷田が一緒にあった人数と、高角がどんどん少なくなっていく人数はたぶん拮抗するぐらいの年度になるような感じなんですけど、とはいえ高角、人数が多い中で、今の郷田小学校のところまで通学するのかという話になれば、またちょっとどうかと、建物建てることだけ考えるとそこが一番スムーズにいくんですけど、全体のトータルで見たときに、近いところとか道路沿いとか、郷田小は奥まったところにあるので、適地であればそこでもいいかなと思っているんですけど、検討委員会の中でもその話はありました。なので、はっきり郷田の跡地に来るみたいなことはやめて、保留というか、今のところ落ち着いています。
○天倉委員
教育委員会の考えは分かりますけど、地域の感情を受け止めて進める必要があるかなと。
○西本課長
郷田・渡津についてはそこまで書かないほうがいいかなと。
○天倉委員
そこはどうなんだろうと思って。
○西本課長
検討委員会に中でお考えいただいても全然それは構わないかなと思います。諮問の中ではそこまで言わなずに、そこで、あらためて、最終的には答申があったうえで、総合教育会議、教育委員会で、最終的には答申を受けるので、最終的にははっきりする、はっきり書くことになるかなと思っているんですけど。この段階でどうかという、出たら反発意見もそれについて出るので、それを考えたときにそこまでは書かないほうがいいんじゃないかということであれば、そうすることもあるかなと思います。
○天倉委員
それじゃごめんなさい、二つ疑問があったのに三つ目が出てきました。
すいません。郷田小学校のところに、最終的に高角小学校とも統合。それはいつと思うんですよ。
○西本課長
ここのところは4ページに渡津と最小に統合すると言っているので、その流れで、最終的に高角と統合することになっていると。
○教育長
３校が１校になるのはいつかはここでは述べてないです。ただ、高角小の校舎も相当古いんで、基本計画期間内に着手できるよう努めますという表現にとどめています。
○西本課長
17年度までに何らかの行動を開始するという、建てるっていうとちょっとそこまでは、言えないかなということで。
○教育長
建てるまでには実施計画、基本計画といろいろ何年かかけてやるんで。４．５年はかかりますから、着手し始めれば数年のうちには建つことにはなります。
事務局の中でも郷田小を渡津小にまず統合なのか、高角小に統合なのか、江の川もありますし、いろいろ検討した中で、基本方針の1番目に挙げてる、やはり複式学級を基本的には作らない、できたらなるべくそれを解消に向かわせるという観点からいくと、渡津も郷田も近い将来複式学級になりますので、その2校が統合すれば当面の間は複式学級は発生しないと。合わせれば130人前後の小学校なりますので学年1クラス、場合によっては２クラスの学年も生まれる可能性すらあるぐらいのところにあるので。郷田小が高角に統合した場合、渡津小が近い将来複式ができると、またそこも解消するために、すぐ高角と統合するのか、新校舎を建てるのかってなった時に、先ほど言いましたように新校舎はそうそうすぐに、これ、今後も大型事業が待ってますんで、ちょっとそれは財政上難しいんじゃないかと。ひとまず郷田は渡津と一緒になってもらうという判断になったんですが。お気持ちをよくわかります。
○天倉委員
いやいや、私はいいんですよ。
ごめんなさい。私はいいんですよ。いろんなところにいくと地域の人はみんな高角に統合だと、統合の思いは強いんですよ。だけどそれが全部高角に統合といわれるんですよ。二言目には。うん。これはどうしようかなと、どういうふうに持っていくのがいいのかなと。
○教育長
大きな江の川がありますので、もし渡津と統合した場合はスクールバスの可能性が大いにあるというか、出さざる得ないのかなと。
○岡田委員
タラレバなんですけど、指定校変更を出す懸念がありますよね。
○教育長
ありますね。ただ指定校変更の条件の中に、統廃合による指定校変更という項目はありませんので。
○岡田委員
ですけど、その他があるじゃないすか。その他を活用される可能性はありますよね。
またちょっと地域性をちょっと背景というか、分からいところもあるんですけど、その懸念はありますよね。ほぼ隣接する住宅とかありますよね。そうした場合ちょっと心配があります。地域の認識ですよね。郷田の人は高角の方を向いているんじゃないかなあという気がするんですよね。
〇佐々木委員
三ついっぺんに考えることはできんのですか。同時に。いずれにしてもずーっとずれてきてる話なんですわ。統合を一緒にしてしまう方法もないことはないという気がします。いずれにしてもあとはタイミングの問題だと思うんですけど。あっちに行きたかったのにと言って、生徒は出ると思うんです。江東中学校みたいに。だからいっぺんに一緒にしてしまうっていう、場所は、今後の問題になると思うんですが。いずれにしても、校舎建てるか、どこかへ行くかという問題になるとは思うんですが、そん中で一番いい方法を考える必要がある。
高角の校舎は何年になるか知りませんが、いずれは建て替えにするのか、また新しいところに、今の郷田小学校の後へということもあるんですが、その辺もひっくるめてまた案を作っておくことがいいかと思います。当然今の渡津と郷田ということになれば、言われたように指定校変更が出てくると思うんですが、絶対に出て来ると思います。できるもんなら3校をいっぺんに。
○教育長
数の上では高角に三つを、渡津・郷田を一気に高角にいうことも、可能か。特別支援学級を入れると足らなくなるのか。
○大石調整監
足らなくなると思います。
○押越委員
分からないんですけど、意外とぼやかして次に提案していくようにいくよりかは、こういうふうに考えてますとはっきりさせてからのほうが市民としては考えやすいのでは。反発意見を集めた方が早いような気がします。
○教育長
検討委員会に出すには、要は諮問の資料というか諮問案になります。
○西本課長
あくまでも決定じゃなくて、委員の皆さんに考えていただくための案です。
○岡田委員
こういう聴き方はいいのか、前置きをするんですけど。委員会として、委員会の立場として、がわからず、郷田小学校が渡津でなくて高角小学校に統合したい意見が多く出た場合、渡津小学校は複式のこととか考えると、あまりよろしくないですよね。本当は望ましくないこと。郷田がまず渡津に行って、将来的に高角と一緒になる事がロードマップの形になると思うんですけど、いわゆる世論が、郷田は高角ということになると、どうするんだという話になる。その可能性がある。
○教育長
児童数でいくと、高角が約200、郷田が55、渡津が70前後。3対1対1ぐらいなんですよね。
1と1が一緒になれば3対2ぐらい。ただこれも5年6年たっていくとほぼ同数になるんです。もし郷田が高角に行っちゃうと4と1になりますね。
○岡田委員
そうなると3校同時の統合を打ち出してみると、意外とそれぞれの地域のいわゆる綱引きといいましょうか、抵抗も少ないのかなとも思うんですが。
○教育長
先ほども少し触れてありましたけど、郷田小と渡津小は、学校行事を一緒にされたり、スポ少あたりもですね、野球だったり、バレーだったり、一緒にチームを組んだり、子供同士の繋がりは結構あったり、保護者同士も、そういう経験の影響も受けて、ただ地域の名士の方々はそうは思ってらっしゃらないのかなというのを先ほど、地元選出委員の方から伺わせていただいたんですが、その辺りが難しいですよね。
○西本課長
最終的に保護者の意見を無視することはちょっと難しいと思うんです。
江津、高角の境界線上っていうのは江津と嘉久志がこう分かれて、こっちの人は高角行って、こっちの人は郷田に行っていることもありますし、渡津とは江の川もあるので、距離的にはその部分は確実に離れていますので、若干そういったイメージはあると思います。それをもって提案しようとしても、結局のところさっきも言われた指定校変更じゃないですけど、高角がどんどん出てきて目論見が崩れていくこともなきにしもあらずなのかなと。
○教育長
議事録に残さない前提で話しますが、郷田を高角と統合すると、スクールバスは必要かいな。
○西本課長
松川、川平のバスに途中でのることになる形になるかと。
○教育長
渡津小保護者や地域の感情としてどうですか。、郷田が高角と統合するということについて、渡津小校区の保護者や地域の感情的にはどうですかね。うちに来ればいいのにというか、渡津を選らばなったのか郷田はと。
○天倉委員
へえーだと思う。
○西本課長
将来的な複式学級発生はありますけど、何も起こらないから。
○天倉委員
郷田は高角に行くんだーぐらいですよ。
○藤岡課長
現状ありますからね。ただ先を見ると、郷田といたほうが長くはって言いながら、高角と3校一緒にするというのが10年程度で見えているのなら、なら2段階で移動する、引っ張るという考え方も出てくる可能性もあるかと。現状においては、言われるように残ってますから、学校自体が。
〇教育長
３校を10年残すわけにはいかないほど郷田小は古いんで、郷田はどっちかに行っていただかないと一旦。
〇藤岡課長
10年以内に3校っていうのが見えるなら佐々木委員がさっき言ったように、可能であれば１校というのも選択肢になる。
○教育長
渡津・郷田が高角には入っちゃう。校舎では高角小しか可能性ないんですけど、ただ教室の数が足らないという、プレハブ作らないといけなくなる。
○藤岡課長
地域事情が、最終的にはネックになる。そこがどこまで出てくるかわからないけど。
○天倉委員
考えなければならないのは、例えば、郷田に、高角に行きたい人は高角に行かれてもいいですよ、基本は渡津ですけど、みたいなことをすると、先々一つになった時に、絶対勝手に動くと思うんですよ。教育委員会が責任を負うのはそれでいいですが、保護者同士がなんで高角選ぶんかいなとそんな感じになる。
○教育長
郷田を二つにというのは基本ないと我々は思ってますんで、選択肢としては。
〇天倉委員
でも希望があったときには
○教育長
いや、その希望は
〇天倉委員
許さない？
〇教育長
はい。指定校変更、某浜田市の松原小学校のように、本当きちっと線を引いて、原井小が１中、２中みたいな形をするといろいろトラブルが。
○天倉委員
もう10年以上前ですか。松平中、松平中は、江東との統合がもう決まっとったんですよ、県教委まであがったんですよ。それを地域がひっくり返したんですよ。なぜ江東だと。建物も当時はまだ江東が新しかったし、江中に比べたらですよ。近いしみたいな。それはそうなんだけど。地域の感情がね江津でしょうと。
○佐々木委員
あれはもう絶対江東とは一緒にならんというのが地域にあったんですよ。もともと。

○教育長
それに近いものが郷田小にもあると。
〇天倉委員
いや私は外様ですからね。
だから、そこまでの感じはちょっと何とも言えんですけど。そういうことが想像できるのであれば、ちょっと検討の余地があると。
○佐々木委員
複式を解消するっていうねらいがなかなかそうはうまくいかんもんがあると思う。実際には。
そうであるなら一緒の方が。
○岡田委員
最終的に高角小統合って銘打ってしまうと。じゃあもう指定校変更をしようと私なら検討しちゃうと思う。某地域の住宅街なら。
統合っていう目標を定める中で、郷田小校区は２回そういう。私は長男から娘まで10年ぐらい離れてるんですけど、3人子どもがいてそれぐらい年が離れるわけで、そのあたり保護者としては、お兄ちゃんは郷田・渡津との統合小学校、妹のときは高角との統合という状況を想定というのちょっとどうなんかなあと。
○西本課長
多くのお子さん持ってらっしゃる方は、そういう可能性があると、どうなんと思われることはちょっと想像できます。
○教育長
一気に３校を一つにする場所というか、建物というか、それがあれば一番すっきりしていいんですけど。
○押越委員
教育委員会のネックとしては、そこなんですね。３校いきなり一緒にするっていうことが。
〇教育長
土地もお金いろいろなものが足らないというかないというか。
今一生懸命青陵小を10年4月開校を目指してる中で、この先10年以内にもう1校、同規模の小学校作らんといけんとなると、困難度は超高いです。
○佐々木委員
高角に入るタイミング、入れる人数になるタイミングは何年になるか。
○教育長
ちょっとその人数のタイミングはまだ先ですよね。高角小に郷田も渡津も入れれるほど児童数が減るのはやっぱり5年かかりますか。
○西本課長
ちょっと手元にない、キャパがないですかね。
○教育長
高角小の校舎に3校が一緒に入るほど児童数が減るのはまだ先ですか。
○佐々木委員
何人になれば可能なのか。
○教育長
人数というか学級数ですね。1年から6年までに2クラスとなれば。
○佐々木委員
２つづつあるんですか
○教育長
今高角はないです。２学年だけ２クラスですね。
〇天倉委員
教室はあるんじゃないですか。
〇教育長
ですけど支援学級が足らないですね。通常学級が12クラスぐらいはあるんですけど。
高角小が来年度以降10人ずつぐらい1年で減っていきます。今は201。190になって180台になって70台になって60台になって、令和13年が160。令和13年になって、郷田が75、渡津が40、120ぐらいですかね。120と160。そこまで郷田が持ったらたぶん屋内内運動場はつぶれるかと。
○西本課長
その場合、ちょっとこれは予算の関係かでちょっとつぶれたんですけど、今の屋内運動場を解体して、プールも解体して、プールの跡地にちっちゃい屋内運動場を作るという案が、私が来る前と思うんですけど、そういう形でやるのかという話になる。それとは別に、さっきの渡津・高角みたいに、郷田が渡津に行って、一部高角に、みたいな動きをするのはやめたほうがいいとかするとか。渡津の複式学級が発生する可能性があるのでそこの手当てが必要になる。
○教育長
渡津はこのままでいくと、令和13年に複式が1クラスできます。中学年。
○西本課長
高角と統合するときにはどこかに新しい学校にいれての統合になります。
○教育長
検討委員会に諮問するのに、郷田が渡津に行きますという案をもって諮問するのか、郷田が渡津もしくは高角のどちらかに一旦統合しますという案で諮問するのか。
○西本課長
例えば骨子で言った内容、骨子で言った内容はどちらかと。骨子のままか渡津と言っちゃうか。
〇教育長。
最終的に西本参事から説明あったように、渡津と統合することで両校の複式の発生は当面の間は防げるということからすると。
○天倉委員
郷田も今50ですが、これからちょっと増えるんですよね。
いやでもそれが増えるのが本当に増えるかどうかわかりませんよね。
〇教育長
分かりません。それこそ高角小に校区外申請をされる可能性があります。
〇天倉委員
統計上増えるんですよね。これはまた難しい。
○西本課長
保護者の中で引っ張り合いじゃないですけど、水面下で保育所時代のところで動きがあるらしいので。その結果がここ数年の郷田小の新入生が少なくなっている感じです。
○教育長
入学するであろう10数名の新一年生の保護者たちはどう思うんですかね。
郷田が渡津と引っ付いてもらうことと、郷田が高角と引っ付いてもらうことについて、今1歳とか2歳とか3歳のお子さんをお持ちの保護者さんは、郷田校区に住んでいらっしゃる方々はですねえ。
○天倉委員
松平地域の人が、江東ではなくて江中を選ばれた理由の一つに、親の仕事の問題があったんですよ。例えば部活なんかの送り迎えをするときに、仕事が江津方向だから江中の方が動きやすい。それを考えると、1歳や2歳の子を持ってる保護者が向こうに用事があるかこっちに用事があるかなんです。渡津と高角を天秤にかけるというよりは地域です。
○佐々木委員
その理由は大きいですね。
○教育長
また戻りますが、諮問案としては、委員の皆様のお気持ちとしては、高角案がいいんじゃないか、もしくはどちらとは明言しない。郷田小が渡津もしくは高角小と統合、そういう表現に置く。どちらがよろしいですか。
〇佐々木委員
とりあえず郷田をどうするかが。
〇教育長
そうです。
○押越委員
やっぱりある程度これを決めていかんといけん。今の話を全部をそのまんま。
〇教育長
決めかねていると。
○佐々木委員
当然検討員会でもそういう話は出てくると思う。いろんなパターンが。それに当然財政的なもんが絡んでくると思う。
○西本課長
もし載せるとすると、渡津案の理由、高角案の理由だったですね。
○教育長
どこにじゃあ一緒になるんだと。入るのか入らないのかっていうキャパの問題もありますよね。新築新校舎を建てるっていうのは、また時期が相当先になる。でも三つ案を出して、それぞれにメリットデメリットがあるっていう提示して、検討委員会で話し合ってもらうという方法もあります。
○佐々木委員
それしかないですよね。
○教育長
そうですね。はい。ありがとうございました。
それでは、今いただいた意見を参考にしながら、諮問案を今後詰めていき、7月、来週の6日、月曜日に検討委員会の委員長、藤田委員長と事前レクをして、10日金曜日に検討委員会という運びになりますので。
○西本課長
すみません2ページの、文章は下段に書いてあるんですけど、ステップ2において、高角の築年数が補助金適正化法の処分期間である47年という書きぶりでご理解いただけるのかどうかなのか。
○教育長
要は補助金適正化法っていうのは補助金が出るための基準と年数と。
〇西本課長
この期間を過ぎたら返さなくても、処分してもいいよ。補助金で建てた建物を処分してもいいですよっていう年数なので、一般の方々には馴染みがない。
○天倉委員
馴染みはないし、意味も分からんのんですよ。だから。
〇西本課長
ばっさり取るという形でもいいのかなと。
〇天倉委員
まあ、建てるうえでどっちがやりやすいかぐらいしかわからんと思う。私は分かりません。
○教育長
今言われたような説明を加えて、解説をされた上で載せるという方法もあるかなと。もう一個は税法の関係。
○西本課長
所得税法とかの償却試算の耐用年数。47年。実際にその建物が使えるかどうかは、詳細な調査をしないと、50年過ぎても使えるかどうかは詳細に調べてもわからない話なんで、そこはそういうふうなことをしないので、あくまでもこの中で切り分けていくのに使える年数をということで。50年とかっていうきりいい数字だったら何となくこう収まりがよかったんですけど。
その根拠として、この何年という根拠は何なんだと聞かれたときに、出せるものということで。基本的には聞かれても分からない法律だから説明をつけるのか、耐用年数だけでいってしまっていいのか。この耐用年数はどこだって言われたら、どちらか答える形にするのか。
〇教育長
私はこれでいいかなと思いますが、委員の皆さんどう思われますか。

○岡田委員
私は説明があればこれで
○西本課長
では※印かなんかで説明を。
○教育長
それでは他に、この基本計画案についてご意見やご質問ありませんでしょうか。では先ほどのの郷田小学校、高角小小学校、渡津小学校の件については、今一度事務局でもう少し検討を踏まえた結果を諮問するという方向にさせていただきます。ありがとうございました。
では続いて、議決が終わり、協議が終わり、報告事項の②、青陵小学校建設事業について、事務局説明をお願いします。
○西本課長
この度、締結の契約について、議決を6月議会の初日にいただきまして、そのあとZEB関係の補助金の申請、その他各種の補助金申請の内示があった段階でないと契約に進めないということだったんですが、こちらの補助金の関係の事務が整いましたので、この5点について、7月1日付で契約を交わしております。それぞれ校舎について、体育館について、電気工事とか分けた契約になっておりまして、①が校舎棟建設に伴う建築主体工事で、落札者は今井産業・原工務所特別共同企業体です。契約金額が21億9,780万円で、これは令和8年と令和9年に分けてお支払いすることになります。2番目が校舎棟建設に伴う機械設備、こちらは山陰クボタ・電設サービス特別共同企業体で契約金額が4億1,085万円です。こちらの令和8と令和9とで分けて支払う取り扱いになっております。③が屋内運動場建設に伴う建築主体工事、こちらは永井建設・江津土建特別共同企業体で、契約金額が7億7,330万円、④が屋内運動場の機械設備の方でそちらは五大設備さんで、こちらは金額的に議会議決案件じゃなかったんですが、一応契約ごとなので、同日の契約にしております。こちらの契約金額は、6,001万6千円です。それから、⑤は青陵小学校建設に伴う電気設備工事で、落札者の方は島根電工・電設サービス特別共同企業体で、契約金額は5億2,360万円、合計で39億6,556万6千円の契約となっております。
それから12ページです。それ以外の項目で、2番目が建設工事の説明会で、建築工事、建物がが始まりますので、そちらの説明を８月上旬に隣接住民及び二宮・都野津地域住民、保護者の方について行う予定としております。
３番目は校歌の制作について、こちらの方、依頼先の元島根大学教育学部教授の河添先生にお願いをしております。作詞、作曲、楽譜の作成、音源ということで、9年1月末にいただく予定で、校歌は2番まで、校名を入れるということで、細かい調整は学校の方ともしております。作詞については、別に山根先生という方に、河添先生からご紹介のあった先生です。
4番目が校章の制作についてです。制作方法としては、津宮・川波小学校の４年生を対象に、校章の目的やデザインの仕方を講義し、４人程度のグループ別に校章案を作成して、統合準備会で候補作を決定し、それをデザイン化するものです。デザイン協力をD52の佐々木さんにお願しています。実施日は津宮が７月13日、川波は7月14日で、完成予定は令和９年１月末の予定です。以上です。
〇教育長
こちらの方は着々と準備の方しておりますが、何か質問やご意見はありませんでしょうか。
○天倉委員
建設事業ではありませんが、制服なんかはどうなるんですか。
○教育長
これも今後検討して、教育部会で。もちろんPTA部会かなにかで、制服をどうするか校章入れるとか、いろんなことが検討されています。
〇天倉委員
なるほど。
〇大石調整監
制服はPTA部会の方にちょっと投げとるという形になります。
○教育長
私服にするのかも検討されていますか。
〇大石調整監
そうですね。
○教育長
ほかにありますか。では今の報告事項②をおきます。続いては③心の相談箱及び見守りフィルターの対応状況についてお願いします。
○西本課長
13ページになります。心の相談箱について6月は相談はございませんでした。見守りフィルターについては、7件ヒットしております。内容はマンガや歌詞、薬物使用の検索です。以上です。
〇教育長
それぞれ学校に連絡をして、該当の事業にもあたっていただいています。
それでは心の相談箱及び見守りフィルターについてはよろしいですか。
以上が報告事項になります。
○西本課長
その他で２件ほど、話し合っていただいてよろしいでしょうか。１枚紙で令和８年度教育委員学校訪問予定表というのは一度お渡ししてるかと思うんですけど近づいてきましたのでもう一度確認させていただきます。７月９日木曜日、８時４５分教育委員会から出発して、午前中に２校、桜江中学校と江東中学校。午後に２校、13時25分にこちらを出発して、江津中学校と青陵中学校を訪問させていただいて、４時過ぎくらいに帰着する予定となっています。
今のところご予定が悪い方がいらっしゃればまた教えていただきたいんですけど、皆さんスケジュールの方は大丈夫でしょうか。
○教育長
岡田委員は桜江で？
○西本課長
桜江中学校に直接行かれて、車で江東まで行かれて、江中前に教育委員会。
○教育長
それでは当日よろしくお願いいたします。
2点目を。
○西本課長
もう一つがですね、江津市議会定例会一般質問の概要ということで、ホッチキス止めした３枚のものがあります。つい先日終わったばかりのところです。教育委員会の質問が多くてですね、森川和秀議員、下谷議員、多田議員、森川佳英議員、植田圭介議員、社会教育課の方が森本健二議員、植田好雄議員からの質問がありました。ちょっとかいつまんでの説明申し訳ないんですが、森川和秀議員が青陵小学校の建設についてということで、統合の経緯について、市民の意識について、建設決定の主要点について、教育格差について、建設費について、質問されています。経緯については説明会の内容、これまでの経緯が質問の要旨で、答弁内容としては、津宮小敷地の反対意見はないということと、新庁舎建設、コロナ禍により建設が延期されましたという経緯を説明しました。統合についての市民の意識について、意識の変化はありませんかっていうことだったんですが、統合がやむを得ないという意識は変わらないという説明をしております。３番目、建設決定の主要点について、市内4ブロック中で西部地域が協議に入ったのはなんでかというところの質問だったんですが、協議が進んだ西部から事業化を進めたということを説明しております。西部以外の中部地区、東部地区については協議のテーブルに乗せることができなかったということで、西部から進めたということです。教育格差についてですが、新設校の教育環境と、新設校ができたことによるその他の学校との格差是正についてのご質問でした。青陵小学校については、安全で快適な最新の設備で環境整備をするということ。それから、その他の学校との格差については、可能な限り解消を進めるということを説明しました。5番目、建設費についてですが、財源とそれから、平準化、それから建築費高騰の対応ということで、財源と平準化については財政の方から説明していただき、建築費高騰について学校教育課の方から、契約上のスライド条項、物価高騰になった場合には、それに基づいて協議に入るという説明をさせていただきました。
下谷議員については、英語教育についてのご質問でした。趣旨としてはオンライン英会話を導入したらどうかという趣旨で、小・中学校の英語教育について、ＡＬＴについて、英語検定料補助金についての現状をお聞きになったうえで、オンライン英会話の導入についてご意見を述べるというスタイルになっております。授業時間については、すみません。授業時間ちょっと削ってしまっております。ごめんなさい。授業時間それからＡＬＴについて人数、事業費、身分、役割、訪問時間、工夫、課題等をお聞きになっておりますので、ＡＬＴについて4名で約2千万円の事業費、授業時間、訪問時間など個別に説明して、児童生徒のコミュニケーションの能力の育成、異文化理解に寄与していること、それから児童生徒同士の会話力の向上、継続的な英語学習が課題であると説明しました。英語検定についてですが、こちらの方も1年度1回全額補助していることと、合格率は悪くないんですが、応募人数が少ないことが課題であることを説明しました。オンライン英会話については、環境整備、機器等が必要となてきますので、環境整備、授業との組み合わせ、継続的な経費がかかりますので、そちらのほうが課題があることで、これは研究をするという回答にしておりますが、今のところ導入しようという考えは持っておりません。
今、めくっていただいて多田議員からなんですが、こちらの再編計画でちょっと選挙前に突然報道発表がありましたのでその情報の取り扱いについて、適切だったのかっていうのが趣旨です。これについてはもう早めの情報提供が必要と判断し、このタイミングでの委員会提示としたことを説明しまして情報の取り扱い管理については、副市長から答弁をしていただいております。基本的にはその市全体の情報の取り扱いについてどうなんだっていうご質問でしたので、全体的には副市長から答弁をしていただいて、情報の出し方については、課で判断する事が多いので、そちらのほうで適切に判断していくというふうな答弁で終わっています。
続いて森川佳英議員です。こちらについては物価高騰について市民生活と地域経済を守る対策についてという大タイトルで、その中で4番目、子育て世帯支援について、学校給食費の無償化と修学旅行費支援制度の創設を求めるというご質問でした。給食費については、国の方から補助金をいただいて、そのへんの手当がありますけども、完全に無償化するにはなお5,6千万の費用が必要ですので、多額の経費がかかるので困難とお答えしております。修学旅行費支援制度ですが、就学援助制度の中で就学緑肥について、支援を行っておりますので新たな支援制度の創設は考えていないという答弁にしております。
続いて植田圭介議員です。植田圭介議員の方からは、賢く縮小するまちづくりについてというタイトルで、その中で教育関係の方向性、それから公共交通の中で子どもの送迎、部活動に関する送迎についてのご質問がありました。教育関係の方向性については、学校絞ったらその分、そのお金を、違うことで回せるんじゃないかっていうご意見だったんですが、その方向性に沿ったような答弁になりますが、学校の数を絞った場合、施設や管理運営費の効率化により、環境整備の追加、増強に振り向けられ、維持管理費も抑制できるため、今後第3次学校整備再編基本計画をやっていきますので、その計画の中で検討を重ねるという答弁にしております。それから送迎の関係ですが、子供の送迎については、通学状況をお答えしております。徒歩、自転車、それからスクールバスで通学をしているということ。部活動に関する送迎ですが、こちらについては中体連関係の大会のバスを借り上げ、それ以外は保護者の送迎。スクールバスの利用を今後の検討課題としていると答弁しております。
めくっていただいて、２件は社会教育課への質問です。森元健二議員は江津市の教育についてということで、教育大綱について、それから教育の魅力化についてご質問をいただいております。教育大綱については、教育ビジョンについて、前回の大綱との違い、アントレプレナーシップ教育について目指していること、取り組み、課題についてです。教育ビジョンについては新しく作り変えたもので、「地域を愛し、共に学び、認め合い、未来を創る人づくり」を目指すということ、それから前回の大綱との違いは、主に5つの特徴について説明しております。アントレプレナーシップ教育についてですが、こちらの方の目指していること、取組、課題ですが、地域社会に新たな価値を創造する人材の育成をめざす。1年～3年生にかけて、課題調査、職場体験、ビジネスプランコンテストを行っていくという取り組み。それから課題としては趣旨の理解、アントレプレナーシップとはどういうものかという、起業家精神を基盤とした義務教育ということなんですけど、趣旨の理解とか現場、教職員の負担軽減などが課題であるということを説明しております。
それから教育の魅力化について、探究学習の意義、取り組み、小中学校と高校とのつながり、課題についてご質問がありました。探究学習の意義ですが、社会の変化に対応するためには自ら学び、行動する力を育む教育が必要ということを意義としております。それから取組については、市内3校、江津高校、江津工業高校、それから清和養護学校の取り組み紹介しております。つながりについては、小中学校でのふるさとキャリア教育が高校の探究活動に活かされるということ説明しております。課題としては、キャリアパスポートを使ってどういったことを目指すかということ、こちらの活動ちょっと形骸化しているので、新たに活用する方法を考えていると答弁しております。
最後、植田好雄議員ですが、図書館建設について、基本構想、基本計画の現状と建設場所について質問がありました。これについては、今後検討委員会で基本的なあり方や課題を議論することと、建設場所は未定であることを説明しました。駆け足で概略だけになりましたが、以上です。
○教育長
以上でその他については終わりですが、全体を通して委員の皆様何か質問やご意見を伺いたいと思いますが。
○天倉委員
お願いします。今日の議題についてということではありません。いろいろ考えることがあって、教えていただきたいなと思ったことです。２点です。１点は、この前、東京の小学校で火事がありましたので、火元が音楽準備室でした。はあ、音楽準備室と思ったんですが、次から次から情報が流れてくると、そもありなんみたいなことが出てきたんですが、自分が現職の時に、もう避難訓練っていうと火元はもう決まっとったんですよ。用務員室か、理科室か、家庭科室の三つ。だから三つの場所からの避難しかやってないんですよ。いや、今はどうか知りませんよ。音楽準備室からの火災でよう避難したなあと思って。いや、避難訓練しとられたかもしれないんですけど。でも考え方によっては、どこが火事が起こるかわからないということで、避難訓練もちょっと順番に実施された方がいいかなあというふうに思いました。あの各学校であってはならんことですが、自分の洗濯物を学校で洗濯して学校で干すなんてありえんでしょうと思うけど、そういうことで火事になる事もあるわけで、どこから火が出るかわからない。学校も考えんといけんなと感じました。
○教育長
ニュースで言ってましたけど、東京都は毎月避難訓練をやるそうで、本県というか江津市は、学期に1回は必ずやるようにというお願いをしているんですけど、避難訓練、火事だったり、地震だったり不審者対応だったり、様々ですね津波からの避難とかですね。ちょっと想定外の火元というか原因でしたので。
○天倉委員
そうです。だから想定外のところが火元になるということは考えないといけないなあと感じました。いつもね、ワンパターンで避難訓練で、ということではだめだなと改めて思いました。もう一つは、教職員の離職、どんなですか今、市内でそういう状況がありますか。
○教育長
今私どもにはそういった情報は今年度については入っておりませんが、ただ、病気、私傷病休暇もしくは休職中の方が、年度末に辞職を考えてるような情報は一部入っていますが、働きつつも離職、別の職にという情報は今のところは聞いておりません。

○天倉委員
ちょっと私今日持ってきてないんですが、新聞に出てたデータ。これ、20代30代の離職が多いということが出てました。体の調子が悪くてというのもあるかもしれませんが、対策として、県の返答が職場環境の改善ということ。人間関係ですよね。ややもすると、小規模の方、小規模校の方が勤めやすいのかなと思いますけど、大規模校の方が勤めやすいという人もいて、何でかっていうと、相談に乗ってくれる、悩んでるときに大丈夫？っていうふうに相談に乗ってくれるというのが大規模校だという人もおられて、なるほどなあと思ったんですが、職場環境、これは管理職に問いたいんですが、働きやすい職場、今、働き方改革でしきりに時間の問題が取り沙汰されていますけど、時間もですが、職場の人間関係というところ、これが今どうなっているのかなあと思いました。
○教育長
昨年度から、ストレスチェックを教育委員会で実施していただいてるんですが、その結果からするとね、高木さん。
○高木主査
昨年度から実施しているんですけれども、江津市の傾向としてあがったのが、上司とか、管理職に相談しやすいというのが、すごく率が高くてですね、どの職場においても、どの学校もその率が高かったですので、そういった悩みがあるときには相談ができる体制にはなっていると思います。
○教育長
ストレスは高かった。ストレスは高いんですが、上司には相談しやすいという。
○天倉委員
それでね。若い教員と話す機会があって、どんなって聞いたら、浜田より江津の方が働きやすすいと。ちょっとゆるいんだそうです。ただ、大変なのが、例えば運動会の時の鼓笛練習、小学校の話ですけど、これはもう1学期から練習を始めるんですよ。一学期から初めて夏休みも出て9月の運動会に持っていく。そうすると、幾ら働き方改革で時数を減らしてもらっても、〇〇〇かいって言うんですかね。音楽主任だけが指導するわけじゃなくて、みんなで指導に入るので、そうすると、必要？なんていう話も出たりしたんですが。なんか、まだまだ時間を見直すというところは必要だなあというところは感じました。
○教育長
今年度市内で1校鼓笛隊を置くと、終えるという情報も校長から聞いておりますし、若年層の離職が高いというご指摘は確かにおっしゃる通り、昨年度からの新規採用教員を8月に面談を私が面談するあまりいいことにはならんのんですが参事や課長さん、主査と一緒にざっくばらんな座談会的なというか、まあ1時間ずつですけど、小学校1時間、中学校１時間。今年度7名の新規採用者を市内小中学校に配置しておりますが、相談しやすいですかとかですね、困っていませんかみたいな話も、事務局としては把握していこうかなあと考えています。
○教育長
他に何か全体を通してありませんか。今日は大変熱心に学校再編について貴重なご意見をたくさんいただきました。ありがとうございました。事務局からまだありますか。
〇大石調整監
青陵小学校の工事が始まるんですが、7月の23日に工事事業者の主催の安全祈願祭というものが執り行われます。教育委員の皆様にはご案内が間もなく行くと思いますので、ご都合がつけば、ご出席いただきたいと思います。現場でありますので。7月23日木曜日午前10時からです。佐々木委員さんは、まちづくりの方でも行くと思うんですよ。
〇佐々木委員
もう来きました。出席にして出しました。
〇大石調整監
もう来ました？。それ、教育委員さんじゃなくてまちづくりの方で？
○西本課長
まちづくり方だった思います。
〇大石調整監
教育委員さんとしてもまた行くと思います。
〇佐々木委員
もういいですよ。
〇大石調整監
以上です。
〇天倉委員
すいません。ちょっと今の多少関連がありますが、再編基本計画説明会。これって教育委員の参加はまた求められるんでしょうか。
〇大石調整監
特に求めません。
〇天倉委員
そうですか。分かりました。
○教育長
何人、どういう方々が来られるか全くわかりので、基本的には地域住民もしくは保護者さんが来られるといいなと思っています。
それでは第８回教育委員会定例会について、事務局案をお願いします。
○西本課長
８月６日の木曜日の午後２時からはいかがでしょうか。
○木村指導主事
では、８月６日木曜日、１４時からよろしくお願いします。
それでは以上をもちまして、第7回江津市教育委員会定例会を終わります。
ありがとうございました。


第７回教育委員会定例会（R8.7.3）

日時：2026/07/0313:54～15:46

場所：教育委員会会議室

出席者：教育長、佐々木委員、岡田委員、押越委員、天倉委員、西本課長、国沢課長、藤岡課

長、高木主査、大石調整監

作成者：大石調整監

○教育長

あっという間に7月になりまして、1月の残り2週間あまりとなりました。

学校の方は、期末懇談とか、個人懇談が実施されている最中でございます。

児童、生徒、この時期にですね、これまでの成長や課題をまた見えてくる時期だと思います。

家庭と連携していただいて、次の学期につなげていただけたらと思っております。

ちょうど昨日、校長会がございまして、次の点についてお願いをしたところです。

まず1点目は、話題になっております学校整備再編基本計画についてです。

新聞報道の方が先になったこともありましたけれども、校長先生方も大分心配しておられる部

分もありましたので少しお話をしました。

基本計画については検討委員会を来週の10日、金曜日でございますので、そこでしっかり諮問

をしてですね。協議していただけるものと思います。今月の下旬には、6ヶ所、市内6ヶ所で説

明会の方、地域住民、保護者に皆様に向けて説明会を実施する予定でおります。

基本方針と基本計画案についてということになります。

なお、この定例会、この後ですね、基本方針についての議決をいただく予定になっております

ので、よろしくお願いいたします。

2点目は、やはり7月ですので、梅雨時期ですし、災害や事故について、しっかりと備えてもら

いたいということをお話しました。

登下校もそうですが、自然災害により、早めの下校とかですね、保護者への引き渡し等も可能

性として考えられます、校内の危機管理体制、対応をしっかりお願いしたいということで伝え

たところでございます。

3点目は服務についてですが、実は各学校で計画的に服務研修を校内でやっていただいてるんで

すけれども、このたび浜田教育事務所管内で、教職員のスピード超過が、1件ございまして、本

市ではありません。

高速道路で30キロ以上の超過で検挙されたということでございます。

これ通勤途中ということですので、遅れそうで急いでいたのかなと思われますけれども、くれ

ぐれもそういったことがないようにということを伝えました。

これから長期休業に入り遠方に自家用車でっていうことも考えられますので、そういったこと

がないようにというくれぐれもお願いをしたところでございます。

以上ですが、今定例会の署名委員は天倉委員と押越委員になります。

どうぞよろしくお願いいたします。

続いて勤務報告でございますが1枚めくっていただきますと、14日日曜日、6月14日日曜日、

21日日曜日と、地域の行事に参加させていただきました。

跡市地区の花田植、そして和木地区のロシア祭りですね、いるティシュ号ですね。どちらもで

すね、挨拶をさせていただいたんですが本当に地域の方々が長い伝統の中で、引き継いでこら

れた行事でありまして、子どもちの参加もたくさんございました。

何といいましょうか、継承者というか、皆様が、おじいちゃんおばちゃんたちがですね一生懸

命その時代を生きて受け継いでこられたことをしっかりかみしめて、子どもたちがそれを体験

なり、継承していって欲しいなという思いを持たせていただきました。

その他ですね、8、10、17，18と、人事評価面接をさせていただきました。

今年度から、校長先生教頭先生方も評価シート、自己目標の中に働き方改革の視点を入れるよ

うにと、1項目必ず入れるようにということが決まりましたので、どの校長先生どの教頭先生が

